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会
議
報
告

令
和
4
年
4
月
1
日
よ
り
令
和
4
年
9
月
30
日
ま
で

◆
第
26
回
理
事
会

月
日

：

令
和
４
年
６
月
３
日（
金
）

場
所

：

主
た
る
事
務
所

出
席

：

理
事
・
監
事

決
議
事
項

：

❶
自
令
和
3
年
4
月
1
日
至
令
和
4
年
3
月
31
日

　

事
業
年
度
に
係
る
事
業
報
告
の
件

❷
自
令
和
3
年
4
月
1
日
至
令
和
4
年
3
月
31
日

　

事
業
年
度
に
係
る
決
算
の
件

❸
顧
問
選
任
の
件　

❹
定
款
の
一
部
変
更
の
件

❺
定
時
評
議
員
会
の
開
催
・
招
集
の
件

報
告
事
項

：

❶
顧
問
退
任
の
件　

❷
理
事
辞
任
の
件　

❸
理
事
選
任
の
件　

  

❹
職
務
執
行
の
報
告

❺
会
員
数
の
報
告

◆
第
14
回
評
議
員
会

月
日

：

令
和
４
年
６
月
22
日（
水
）

場
所

：

主
た
る
事
務
所

出
席

：

評
議
員

報
告
事
項

：

❶
自
令
和
3
年
4
月
1
日
至
令
和
4
年
3
月
31
日

　

事
業
年
度
に
係
る
事
業
報
告
の
件

❷
理
事
辞
任
の
件　

❸
顧
問
選
任
の
件　

❹
会
員
数
の
報
告

決
議
事
項

：

❶
自
令
和
3
年
4
月
1
日
至
令
和
4
年
3
月
31
日

　

事
業
年
度
に
係
る
決
算
の
件

❷
定
款
の
一
部
変
更
の
件　

❸
理
事
選
任
の
件

会
員
数
報
告
（
令
和
4
年
9
月
1
日
現
在
） 

賛
助
会
員 

1
1
5
件

団
体
・
法
人
会
員 

8
6
件

個
人
会
員 

9
8
8
名

合
計 

1,
1
8
9
件

事
務
局
だ
よ
り

　

多
く
の
方
に
世
界
遺
産
糺
の
森
の
環
境
保
護
と
下
鴨
神
社
の
文
化
財
保
全
に
ご

理
解
、ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
く
、会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、新
し
い
会
員
募
集
の
呼
び

か
け
に
一
層
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。糺
の
森
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の「
入
会
申
込
フ
ォ
ー
ム
」か
ら
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
及
び
令
和
四
年
度
の
前
半
も
多
く
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、糺
の
森

に
関
す
る
数
々
の
保
存
整
備
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。令
和
四
年
度
の
後
半
も
引
き
続
き
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。ご
寄
附
は
同
封
の
振
替
用
紙
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。ま
た
、糺
の
森
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
寄
付
申
込
フ
ォ
ー
ム
」か
ら
も
、

お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

新
入
会
員
ご
誘
致
の
お
願
い

ご
寄
附
の
お
願
い

　
ご
寄
付・ご
入
会（
継
続
の
年
会
費
支
払
も
含
み
ま
す
）・ご
献
木
を
さ
れ
る
際
に
、

糺
の
森
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
に
お
き
ま
し
て
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
の
申
込
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。国
際
ブ
ラ
ン
ド（
V
I
S
A
、J
C
B
等
）の
い
ず

れ
か
の
ロ
ゴ
が
つ
い
て
い
れ
ば
、発
行
し
て
い
る
カ
ー
ド
会
社
に
関
係
な
く
ご
利
用
可

能
で
す
。な
お
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
の
留
意
点
は
当
財
団
H
P
の「
森
を
守
る

（
ご
寄
付・ご
入
会・ご
献
木
）」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
に
関
す
る
お
知
ら
せ

当財団は平成29年8月10日付で内閣府より税額控除に係る証明書を

取得しました。この度更新され、令和4年7月27日付の新たな証明書（令

和9年8月9日まで有効）が当財団HPに添付されています。これにより、

個人の当財団への寄附・会費・献木について、領収書及び税額控除に係

る証明書を添付の上、確定申告時に税額控除制度の適用を選択した場

合、左に示す算式により算出された額が所得税額から控除されます。

寄附金に税額控除制度が適用されます

※1 「その年中に支払った公益社団法人等に対する寄附金の額の合計額」については、

　　その年分の総所得金額等の40％相当額を限度とされます。

※2 寄附金特別控除額は所得税額の25％相当額が限度となります。

寄附金
特別
控除額

2,000円 40％= － ×
その年中に支払った
公益社団法人等に対する
寄附金の額の合計額（※1） （※2）

算
式

ニュース

下
鴨
神
社
だ
よ
り

祭事日程

令
和
4
年
下
半
期
行
事

10
月
９
日

　
え
と
祈
願
祭

12
月
12
日

　
御
薬
酒
若
水
神
事

令
和
5
年
上
半
期
行
事

1
月
1
日

　
歳
旦
祭

1
月
4
日

　
蹴
鞠
初
め

1
月
9
日

　
成
人
祭
、初
え
と
祭

2
月
3
日

　
節
分
祭

3
月
3
日

　
流
し
雛

各祭事の開催有無については、
下鴨神社のホームページにて
ご確認ください。



糺
の
森
財
団
　

　
　
　
理
事
　
竹
下
　
景
子
（
俳　

優
）

京
都
美
術
工
芸
大
学　

建
築
学
科　

准
教
授　

井
上　

年
和

日
頃
よ
り
、皆
様
に
は
糺
の
森
財
団
の
事
業
に
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

あ
ま
た
あ
る
京
都
の
神
社
仏
閣
の
中
で
も
、下
鴨
神
社
は
平
安
遷
都
の
は
る
か
古
よ
り

多
く
の
崇
敬
を
集
め
て
き
ま
し
た
。そ
の
下
鴨
神
社
が
有
す
る
糺
の
森
は
、古
く
は
縄
文
時

代
か
ら
人
々
が
祈
り
を
捧
げ
る
聖
域
で
し
た
。今
も
、三
万
六
千
坪
の
敷
地
に
落
葉
広
葉
樹

の
森
が
拡
が
っ
て
い
ま
す
。

初
め
て
訪
れ
た
の
は
二
十
年
前
、以
来
、新
木
直
人
宮
司
様
に
は
深
い
懐
で
接
し
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。京
都
の
街
中
に
原
生
林
の
趣
き
を
今
に
伝
え
る
大
き
な
森
が
あ
る
の
に
驚

き
ま
し
た
。そ
こ
に
は
悠
久
の
時
が
流
れ
て
い
ま
す
。心
洗
わ
れ
る
と
と
も
に
、太
古
よ
り

連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
人
々
の
祈
り
や
願
い
の
こ
も
っ
た
こ
の
森
を
守
っ
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
を
強
く
思
い
ま
し
た
。

四
年
前
の
台
風
に
よ
り
、樹
齢
数
百
年
に
な
る
大
木
の
多
く
が
倒
れ
ま
し
た
。今
も
、倒

木
の
後
を
目
に
し
ま
す
が
、そ
れ
以
上
に
新
た
に
植
樹
さ
れ
て
い
る
の
を
森
の
あ
ち
こ
ち

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。一
本
一
本
に
お
名
前
の
記
載
さ
れ
た
プ
レ
ー
ト
が
か
け
て
あ

り
、献
木
だ
と
分
か
り
ま
す
。糺
の
森
に
自
生
し
て
い
た
ケ
ヤ
キ
、ム
ク
ノ
キ
、エ
ノ
キ
、カ

ツ
ラ
、カ
エ
デ
を
中
心
に
植
樹
が
進
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
五
十
年
、百
年
後
に
は
立
派

な
大
木
に
成
長
し
て
い
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

四
季
折
々
に
糺
の
森
が
見
せ
て
く
れ
る
自
然
の
美
し
さ
。新
緑
に
輝
く
季
節
は
、流
鏑
馬

神
事
や
葵
祭
と
と
も
に
、京
都
に
初
夏
の
訪
れ
を
告
げ
ま
す
。ま
た
秋
は
、森
全
体
が
紅
葉

と
黄
葉
に
彩
ら
れ
ま
す
。新
木
宮
司
様
に
、糺
の
森
の
紅
葉
は「
の
こ
り
福
」と
教
え
て
頂

き
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
か
け
が
え
の
な
い
糺
の
森
を
永
く
残
し
て
い
く
た
め
に
、微
力
な
が
ら
努
め
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。関
係
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、糺
の
森
を
守
る
た
め
今
後
と
も

お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

1

ご
あ
い
さ
つ

　

下
鴨
神
社
の
神
宮
寺
は
、
弘
仁
元
年（
８
１
０
）の
造
立
で
、「
鴨
社
古
図
」な
ど
に
よ
っ
て
も

古
代
に
お
け
る
神
仏
習
合
時
代
の
社
頭
の
様
相
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、近
世
以
降
の
姿
に
つ
い
て
も
、近
年
、神
宮
寺
跡
の
整
備
に
伴
う
史
料
調
査
、発
掘
調

査
等
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

　

私
も
、
平
成
二
十
三
年
度（
２
０
１
１
年
度
）、
一
般
財
団
法
人
建
築
研
究
協
会
研
究
員
時
代

に
史
料
調
査
の
一
部
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
学
勤
務
後
は
、
令
和
二
年
度（
２
０
２
０
年
度
）に
私
の
研
究
室
に
配
属
と
な
っ
た

学
生（
辻
佐
祐
く
ん　

現
在
は
株
式
会
社
西
日
本
模
型
勤
務
）か
ら
、卒
業
制
作
の
題
材
と
し
て

下
鴨
神
社
神
宮
寺
の
研
究
を
行
い
た
い
と
い
う
要
望
を
受
け
、そ
の
指
導
に
当
た
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。聞
け
ば
下
鴨
神
社
の
近
く
に
住
ま
い
が
あ
り
幼
少
期
か
ら
神
社
の
境
内
が
遊
び
場

で
、
お
じ
い
さ
ん
も
社
殿
の
修
復
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
馴
染
み
深
く
、
神
宮
寺
跡

の
こ
と
も
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
興
味
を
持
っ
て
お
り
、
ま
た
、
建
築
模
型
を
制
作
す
る
の
が
好

き
で
あ
る
と
言
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
よ
う
に
お
じ
い
さ
ん
の
意
思
を
受
け
継
い
だ
辻
く
ん
の
志
に
感
銘
を
受
け
、
な

ん
と
か
神
宮
寺
の
復
元
模
型
を
作
成
し
よ
う
と
決
心
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、ま
ず
は
、史
料
調
査
を
更
に
深
め
、ま
た
、他
の
神
宮
寺
関
連
遺
構
な
ど
も
調
べ
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

調
査
を
進
め
る
と
、
近
世
に
お
け
る
神
宮
寺
に
つ
い
て
は
、
延
宝
六
年（
１
６
７
８
）に
観
音

堂
、閼
伽
棚
、雑
舎
、雪
隠
、廻
塀
な
ど
が
新
造
さ
れ
た
と
き
の
建
築
に
関
す
る
記
録
が
詳
細
に

書
か
れ
、
時
代
の
近
い
類
例
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
延
宝
度
に
新
造
さ
れ
た
観
音
堂
の
復
元

設
計
を
試
み
、模
型
で
表
現
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

延
宝
度
神
宮
寺
観
音
堂
の

復
元
に
つ
い
て

延宝度神宮寺観音堂復元模型（縮尺：１／４０） 辻 佐祐作成

撮影 篠山紀信

2

第
二
十
五
回

　
現
在
、
下
鴨
神
社
で
は
、
江
戸
時
代
末
ま
で
糺
の
森
に
継
承
さ
れ
て
き
ま

し
た
神
宮
寺
跡
の
整
備
を
実
施
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
度
、
神
宮
寺
観
音
堂
の
復
元
模
型
の
制
作
指
導
に
あ
た
ら
れ
た
京
都

美
術
工
芸
大
学
の
井
上
准
教
授
に
ご
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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擬
宝
珠
が
逆
蓮
と
い
う
禅
宗
様
の
形
状
で

真
塗（
黒
色
の
漆
塗
）、
南
面
の
建
具
は
蔀
戸

で
蝉
樞
と
い
う
金
具
が
付
い
て
い
る
こ
と

な
ど
の
細
か
い
仕
様
も
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の「
蝉
樞
」は
、
大
覚
寺
宸
殿
や
清
水
寺

本
堂
、
知
恩
院
御
影
堂
、
仁
和
寺
御
影
堂
な

ど
、
江
戸
時
代
初
期
に
建
て
ら
れ
た
文
化
財

建
造
物
に
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
十
七
世
紀

後
半
に
な
っ
て
も
神
宮
寺
で
採
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
非
常
に
興
味
深
い
こ
と
で
す
。

　

更
に
、
乗
願
院
本
堂
の
調
査
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
機
会
が
得
ら
れ
ま
し
た
こ
と
も
幸

運
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
建
物
は
、
か
つ
て
上
賀
茂
神
社
に
存

在
し
た
神
宮
寺
観
音
堂
で
、
建
立
年
代
は
寛

　

本
稿
で
は
、
そ
の
復
元
過
程
に
つ
い
て
、

書
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

復
元
に
あ
た
っ
て
根
拠
と
し
た
史
料
と

し
て
、
は
じ
め
に
京
都
学
・
歴
彩
館
所
蔵
の

「
下
賀
茂
河
合
社
堂
舎
絵
図
」
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

こ
の
絵
図
は
、
江
戸
幕
府
の
京
都
御
大
工

頭
の
中
井
家
に
伝
わ
る
文
書
の
中
の
一
つ

で
、
下
鴨
神
社
境
内
全
体
図
と
御
蔭
神
社
境

内
図
が
描
か
れ
た
も
の
で
す
が
、
建
造
物
の

名
称
や
配
置
、形
状
、規
模
、柱
位
置
、建
具

の
種
類
な
ど
が
描
か
れ
て
い
て
、
建
造
物
毎

に
屋
根
葺
材
が
色
分
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

資
料
年
代
は
未
詳
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

河
合
神
社
境
内
の
建
造
物
配
置
が
延
宝
度

式
年
遷
宮
以
降
の
状
況
を
示
し
て
お
り
、ま

た
、拝
殿
東
側
の
小
経
所
に
つ
い
て
寛
保
元

年
の
修
理
に
関
す
る
書
き
込
み
が
貼
紙
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
延
宝
七
年（
１
６
７

９
）
〜
寛
保
元
年
（
１
７
４
１
）
頃
の
社
頭

景
観
を
描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、神
宮
寺

周
辺
で
は
、
池
の
北
側
に
観
音
堂
が
建
ち
、

そ
の
背
後
に
次
之
間
台
所
、
雑
舎
、
湯
殿
・

雪
隠
が
廊
下
で
接
続
さ
れ
、西
側
に
は
井
土

（
井
戸
）屋
形
、
西
雪
隠
、
下
部
屋
な
ど
が
塀

に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
様
子
が
わ
か
り
ま

す
。観
音
堂
に
つ
い
て
は
、
建
具
や
壁
な
ど

の
柱
間
装
置
や
天
井
の
形
式
な
ど
が
具
体

的
に
記
入
さ
れ
て
い
て
、
復
元
の
根
拠
と
な

り
ま
し
た
。（
図
１
）

　

ま
た
、
古
文
書
史
料
と
し
て
、
京
都
大
学

大
学
院
工
学
研
究
科
建
築
学
専
攻
が
所
蔵

す
る『
賀
茂
県
主
社
家
文
書
』「
延
宝
六
年
下

鴨
神
社
造
営
記
」
が
あ
り
ま
す
。そ
の
内
容

は
、
延
宝
六
年（
１
６
７
８
）に
下
鴨
神
社
境

内
外
各
建
物
の
修
復
や
新
造
に
際
し
て
の

記
録
で
、
観
音
堂
に
関
し
て
は
、
こ
の
時
に

新
造
さ
れ
、
構
造
形
式
や
規
模
な
ど
が
中
井

家
の
絵
図
と
合
致
し
て
い
る
上
に
、
部
材
の

寸
法
や
屋
根
、
建
具
・
造
作
、
飾
り
金
具
な

ど
の
仕
様
に
つ
い
て
も
事
細
か
く
記
述
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

柱
の
太
さ
は
六
尺
四
寸
、
軒
の
出
は
茅
負

外
ま
で
五
尺
一
寸
な
ど
の
主
要
寸
法
、
屋

根
は
瓦
葺
き
で
壁
は
白
土
塗
、
須
弥
壇
は

永
六
年
（
１
６
２
９
）
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。下
鴨
神
社
と
同
様
に
廃
仏
毀
釈
に
よ
り

廃
寺
と
な
り
ま
し
た
が
、
明
治
二
年
（
１
８

６
９
）
北
白
川
の
乗
願
院
に
移
築
さ
れ
現
存

し
て
い
ま
す
。今
回
復
元
し
た
観
音
堂
と
は

建
立
年
代
に
五
十
年
ほ
ど
開
き
が
あ
り
、
移

築
時
に
増
改
築
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

建
立
当
初
の
構
造
形
式
や
規
模
が
同
等
で
、

南
面
建
具
も
蔀
戸
が
嵌
め
ら
れ
、
須
弥
壇
も

逆
蓮
の
親
柱
を
持
つ
禅
宗
様
で
あ
る
こ
と

な
ど
共
通
点
が
多
々
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

蟇
股
に
は
葵
の
模
様
が
あ
し
ら
わ
れ
る

な
ど
、
賀
茂
社
関
連
特
有
の
細
部
意
匠
が
見

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の
復
元
に
も
大
い

に
参
考
に
な
る
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
古
図
や
古
文
書
に
は
書
か

れ
て
い
な
い
知
見
を
得
ら
れ
る
類
例
建
物

の
存
在
は
、
非
常
に
貴
重
で
も
あ
る
と
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
う
し
て
作
成
し
た
復
元
模
型
に
よ
り
、

在
り
し
日
の
神
宮
寺
観
音
堂
に
思
い
を
馳

せ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
甚
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
原
稿
作
成
に
あ
た
り
ま
し
て
、

一
般
財
団
法
人
建
築
研
究
協
会
お
よ
び
乗
願

院
さ
ま
、
辻
佐
祐
く
ん
に
は
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。こ
こ
に
謝
意
を
表
し
ま
す
。

図4 葵があしらわれた蟇股（乗願院本堂）

図3 蝉樞の付いた蔀戸（大覚寺宸殿）

表1 「延宝六年下鴨神社造営記」による各部位の詳細

 部位 　　　　  摘 要
 規模 桁行五間梁間三間
 柱太さ 6.4寸
 組物 大斗肘木
 軒の出 茅負外まで5.1尺
 向拝打越 3.1寸
 棰（たるき） 壱軒
 屋根 瓦葺き
 壁 白土塗
 須弥壇 長8.66尺 幅4尺 高3尺
 地板廻り高欄 擬寶珠逆蓮　真塗
 蔀（しとみ） 南面　蝉樞

か
や
お
い

せ
み
く
る
る



　
「
蛍
火
の
茶
会
」
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
2
年
間
開
催
出
来
て
お

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、裏
千
家
淡
交
会
様
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
と
ご
奉
仕
に
よ
り
、6
月
11
日（
土
）に
開
催
い
た
し
ま

し
た
。参
集
殿
に
設
け
た
お
茶
席
に
は
、
財
団
会
員
な
ど
1
8
4

名
の
方
が
参
席
。ま
た
神
服
殿
で
は
神
賑
行
事
と
し
て
雅
楽
、
箏

曲
、
十
二
単
衣
王
朝
舞
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
瀬
見
の
小
川
沿
い
に

蛍
が
舞
う
様
子
を
約
2,
0
0
0
名

の
方
が
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

同
時
に
楼
門
前
表
参
道
の
「
糺
の

森
納
涼
市
」
で
は
京
の
老
舗
11
店
の

出
店
が
あ
り
、
買
い
物
客
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

今
年
も
多
く
の
皆
様
に
ご
奉
仕
と

ご
協
力
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
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蛍
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境
内
糺
の
森
保
存
会
事
務
局

春
の
糺
の
森
コ
ン
サ
ー
ト

「
音
の
森
」開
催（
河
合
神
社
境
内
）

　

4
月
は
9
名
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
、
5
月
は
ギ
タ
ー

デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
、
6
月
は
サ
キ
ソ
ホ
ー
ン
と
ギ
タ
ー
に
よ
る

デ
ュ
オ
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。毎
回
、多
く
の
お
客
様
が
来
場

さ
れ
、美
し
い
音
色
や
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
以
降
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
左
下
段
の
催
事
案
内
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。
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〈
お
茶
席
・
点
心
席
奉
納
〉

 

裏
千
家
前
家
元
　
千
玄
室
様

〈
お
茶
席
奉
仕
〉

 

裏
千
家
淡
交
会
京
都
南
支
部
様

〈
箏
曲
奉
仕
〉

 

錦
綾
子
社
中
様

〈
雅
楽
演
奏
・
王
朝
舞
奉
仕
〉

 

下
鴨
古
楽
会
様

〈
ご
協
力
〉（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

 

●

松
風
園

 

●

㈲
林
屋
電
気
商
会

 

●

㈱
藤
田
造
園

 

●

㈱
ワ
コ
ー
ル

　
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

　

4
月
29
日
（
金
・
祝
）
の
昭
和
の
日
に
開
催
。当
日
は
約
１
５

０
名
の
参
加
で
、糺
の
森
後
継
樹
の
モ
ミ
ジ
・
ケ
ヤ
キ
・
カ
ツ
ラ
・

ム
ク
・
エ
ノ
キ
の
苗
木
５
０
０
本
を
植
樹
い
た
し
ま
し
た
。ま

た
成
木
は
36
本（
モ
ミ
ジ
12
本
・
ケ
ヤ
キ
10
本
・
カ
ツ
ラ
9
本
・

ム
ク
3
本
・
エ
ノ
キ
2
本
）ご
献
木
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
藤
田
造
園
様
よ
り
苗
木
５
０
０

本
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、
ま
た
林
屋
電
気
商
会
様
・
藤
田
造
園

様
に
は
設
営
等
に
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ご
参

加
、ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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回
糺
の
森
市
民
植
樹
祭

〜
糺
の
森
の
後
継
樹
育
成
事
業
〜

世
界
遺
産
糺
の
森

文
化
講
演
会 

開
催

令
和
４
年
７
月
９
日（
土
）

於
：
下
鴨
神
社
参
集
殿

　

３
年
ぶ
り
に
作
家

の
夢
枕　

獏 

氏
を

講
師
に
迎
え
講
演
会

を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。今
回
の
演
題
は

「
縄
文
の
仮
面
と
俳

句
」。

　
「
俳
句
の
季
語
は
、

多
く
の
人
々
が
そ

れ
を
季
語
だ
と
い

う
認
識
に
至
っ
た

と
き
に
、
初
め
て
季

語
に
な
る
。縄
文
時

代
の
多
数
の
人
々

の
認
識
に
よ
り
、
日

本
で
は
八
百
万
の

神
が
い
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。あ
る
言

葉
が
多
く
の
人
々
の
認
識
に
よ
り
季
語
と
な
っ
た
と
き
、そ
こ
に

は
神（
縄
文
の
神
）が
宿
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、縄
文

の
仮
面
と
能
の
翁
面
は
、
顔
の
皺
や
曲
が
っ
た
鼻
な
ど
共
通
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
」な
ど
の
お
話
を
さ
れ
、質
疑
応
答
も
含

め
て
２
時
間
近
く
の
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
年
前
の
平
成
二
十
四
年（
二
〇
一
二
）は
、
下
鴨
神
社
の

社
家
の
出
身
で
あ
る
鴨
長
明
が
執
筆
し
た『
方
丈
記
』が
完
成

し
て
か
ら
八
〇
〇
年
と
な
り
、こ
れ
を
祝
し
て
、境
内
各
所
に

て
祭
典
や
イ
ベ
ン
ト
を
執
り
行
い
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
十
年
、

前
回
ほ
ど
の
大
規
模
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、『
方
丈
記
』
完
成

八
一
〇
年
を
祝
し
、
鴨
社
資
料
館
秀
穂
舎
に
て「
鴨
長
明『
方

丈
記
』完
成
八
一
〇
年
・
新
資
料
展
」を
開
催
し
ま
す
。

　

十
年
前
の『
方
丈
記
』完
成
八
〇
〇
年
の
前
年
、
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
が
起
こ
り
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。津
波
や
液
状
化
現
象
な
ど
の
被
害
の
様
相
が
「
元
暦
の

大
地
震
」
の
描
写
と
重
な
る
部
分
が
多
い
こ
と
か
ら
、
前
半

部
分
の「
五
大
災
厄
」を
中
心
に「
災
害
文
学
」、「
我
が
国
最

初
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
」
な
ど
と
評
価
さ
れ
、
国
内
外
で
注

目
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
で
は
、
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
学
習
や
勤
務

が
日
常
と
な
り
、
普
段
の
生
活
空
間
に
て
学
び
・
働
く
と
い

う
、
新
生
活
・
新
習
慣
が
生
ま
れ
ま
し
た
。そ
の
こ
と
か
ら
、

「
人
と
人
の
繋
が
り
」や「
心
の
在
り
方
」を
重
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
た
め
、『
方
丈
記
』の
テ
ー
マ
で
あ
る「
世
の
中
に
あ

る
、人
と
栖
と
、ま
た
か
く
の
ご
と
し
。」や
、後
半
部
分
の「
方

丈
の
庵
」で
の
生
活
や
感
情
に
注
視
し
、
現
代
人
へ
生
き
る
た

め
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
、『
方
丈
記
』
を
採
り
上
げ
る
新
聞
や
書

籍
が
増
え
、
執
筆
者
や
出
版
社
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
初
公
開
と
な
る
烏
丸
光
廣
筆
の『
方
丈

記
』
の
書
写
本
な
ど
を
出
陳
し
ま

す
。こ
れ
ら
を
通
し
て
、
改
め
て

『
方
丈
記
』と
は
？
長
明
さ
ん
が
言

い
た
か
っ
た
こ
と
は
？
何
故
、
後

世
の
人
々
は
『
方
丈
記
』
を
書
写

し
、
次
の
人
た
ち
に
伝
え
た
の

か
？
な
ど
の
思
い
と
一
緒
に
、
ご

覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

〈
成
木
献
木
者
〉 

　
　
　

        （
五
十
音
順
）

 

●
赤
坂
雄
一
様

 

●
浅
利
三
郎
様

 

●
株
式
会
社
伊
藤
園
様

 

●
上
田
由
香
里
様

 

●
打
越
泰
子
様

 

●
浦
野
小
友
理
様

 

●
公
益
財
団
法
人

 　
大
阪
現
代
教
育

 　
振
興
財
団
様

 

●
大
島
宏
司
様

 

●
䕃
山
清
司
様

 

●
柏
野
節
子
様

 

●
川
住
憲
史
様

 

●
京
極
ま
さ
江
様

 

●
京
都
葵

 　
ラ
イ
オ
ン
ズ

 　
ク
ラ
ブ
様

 

●
京
都
紫
竹

 　
ロ
ー
タ
リ
ー

 　
ク
ラ
ブ
様

“秋の”糺の森コンサート「音の森」
月日　１０月２２日（土）　１１月２６日（土） 時間　午後２時～３時（予定）
場所　河合神社（糺の森南側）拝殿 参加　無料（自由）

下
鴨
神
社

京
都
学
問
所
だ
よ
り

 

●
小
林
健
一
様

 

●
佐
藤
晴
信
様

 

●
新
屋
明
美
様

 

●
新
屋
久
幸
様

 

●
鈴
木
光
晴
様

 

●
妹
尾
佳
恵
様

 

●
添
田
節
子
様

 

●
曽
我
部
真
裕
様

 

●
髙
﨑
秀
夫
様（
２
本
）

 

●
玉
井
義
朗
様

 

●
田
村
鮎
美
様

 

●
綱
島
郁
子
様

 

●
手
島
千
恵
子
様

 

●
西
村
圭
輔
・

 　
か
お
り
様

 

●
橋
詰
幸
子
様

 

●
疋
田
聡
様

 

●
布
施
野
日
出
生
様

 

●
松
井
暢
子
様

 

●
山
下
康
代
様

 

●
渡
邊
嘉
仁
様

5

お
ほ
な 

ゐ

す
み
か

梨木祐為「蓮胤法師鴨長明像」


